
景観法までの景観行政の系譜と今

景観問題に対する関心の高まりを受けて平成16年景観法が制定された。この背景には，地方における景

観条例を代表とする様々な景観行政の展開がある。しかし，それらの全体的・構造的な内容・経緯・現

場での評価等についての把握はまだ行われていない。そこで，都市計画中央審議会答申，景観条例条文，

行政の現場へのアンケートを通じてそれらの構造把握を行った。
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■景観行政の系譜

　国民の景観問題への関心の高まりを受けて，平

成16年景観法が制定された。しかし，景観法は一

朝一夕にできたものではない。この法律制定にい

たるまでには，国および地方公共団体においてさ

まざまな景観行政の取り組みがあり，それらの蓄

積がこの法律という形に結実した，と捉えるべき

であろう。したがって，この画期的な景観法が今

後有効に活用されていくためには，そして所期の

機能を発揮していくようにするためには，これま

での景観行政の取り組みをきちんと振り返りなが

ら，景観行政の来し方を客観

的に整理し，そのうえでその

行く末を見通すことが必要で

ある。

■景観行政の今

　また，景観法は国が基準を

決めて地方にそれを遵守させ

るシステムをとらず，地方の

主体的な取り組みに，法律的

根拠を付与することを基本構

成としたこれまでの都市計画

に関する法律とは異なる体系

をとっている。これは，これ

まで地方がそれぞれ独自に景

観行政の取り組みとしてそれ

ぞれの地方の状況に応じて各

種の景観条例を制定し，運用してきた経緯がある。

それだけに，この法律がきちんと機能するように

するためには，「地方における景観行政の今」に

ついても，体系的に把握しておかなければならな

い。

■景観行政の端緒

　そこで，わが国における景観行政の系譜を総合

的に把握するべく昭和30年代以降の法律，都市計

画中央審議会答申，その他の事業制度等を網羅的

に整理した。
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　その結果，わが国の近代景観行政の端緒は昭和

41年公布の「古都保存法」に遡ることができるが，

この段階では「景観」という用語はまだ用いられ

ず「歴史的風土」という用語が用いられていた。

その後，昭和47年に都市計画審議会の公園緑地部

会が「風致・景観」行政の必要性を訴えたが，こ

こが国の行政として景観を最初に意識した時点と

思われる。

■景観行政の現場の課題

　その後，国・地方で様々な景観行政が実施され

るようになってきた。特に景観条例は地域の特色

によって様々な分化を遂げ，全国で500近くの条

例が制定されていると言われるが，その内容から

類型化すると概ね３つのタイプに分かれ，そのタ

イプ毎に景観法の活用意向が異なることがわかっ

た。特に，下図で・型としたいわゆる「先進的で

多様な内容をもつ条例」を運用しているところで

は，景観法の活用について「景観行政団体になる」

以外は・型より低くなっている。現在の条例のこ

れまでの成果に一定の自負を持ち，景観法に対し

ては様子見の立場を取ろうとしている様子がうか

がえる。
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図-1　景観条例のタイプ毎にみた景観法施策の活用意向
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